
年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組　～ Ｈ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：
情
報

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得する
とともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに、情報社会と人との関わ
りについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

日本文教出版「情報Ⅰ」　　）　 使用教材：（日本文教出版「情報最新トピック集」

情報

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を養う。
情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

情報 情報Ⅰ

（Ａ～Ｈ組：結城）

情報 情報Ⅰ 2

配当
時数

１
学
期

A 単元:情報社会の問題解決
【知識及び技能】
（ア）情報やメディアの特性を踏
まえ、情報の科学的な見方・考え
方を情報やメディアの特性を踏ま
え、情報と情報技術を活用して問
題を発見・解決する方法を身に付
けること。
（イ）情報に関する法規や制度、
情報セキュリティの重要性、情報
社会における個人の責任及び情報
モラルについて理解すること。
（ウ）情報技術が人や社会に果た
す役割と及ぼす影響について理解
すること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活
用して問題を発見・解決する方法
について考える。
（イ）情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会におい
て個人の果たす役割や責任、情報
モラルなどについて、それらの背
景を科学的に捉え、考察する。
（ウ）情報と情報技術の適切かつ
効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解
決に情報と情報技術を適正かつ効
果的に活用しようとする態度、情
報モラルに配慮して情報社会に主
体的に参画しようとする態度を身
に付ける。

〇情報の特性
〇メディアの特性
〇問題解決の考え方
〇法の重要性と意義
　（知的財産権　個人情報）
〇情報社会と情報セキュリティ
〇情報技術の発展による生活の変
化
〇情報社会の発展による社会の変
化

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
　①情報とデータの違いについて理解してい
る。情報の特性について理解している。②メ
ディアの3つの特性とそれぞれのメリットと
デメリットについて理解している。メディア
が人や社会に果たす役割と及ぼす影響につい
て理解している。③問題を発見する技能を身
につけている。問題解決の一連の流れにおい
て、それぞれの過程で必要になることを理解
している。問題解決の流れについて理解して
いる。情報や情報技術を活用して問題を発
見・解決する技能を身につけている。④情報
社会における著作権侵害について理解してい
る。情報や情報技術を活用して問題を発見・
解決する技能を身につけている。知的財産
権、産業財産権、著作権について理解してい
る。著作物と著作権について理解している。
著作権者の権利を守りながら著作物を利用す
るための方法について理解している。⑤個人
情報について理解している。情報や情報技術
を活用して問題を発見・解決する技能を身に
つけている。個人情報の保護に関する法律に
ついて理解している。⑥サイバー犯罪につい
て理解している。情報や情報技術を活用して
問題を発見・解決する技能を身につけてい
る。サイバー犯罪の分類について理解してい
る。情報セキュリティの確保の重要性につい
て理解している。情報通信技術を悪用したさ
まざまな犯罪について理解している。⑦ソー
シャルメディアについて理解している。情報
や情報技術を活用して問題を発見・解決する
技能を身につけている。ソーシャルメディア
がわたしたちの生活に与える影響について理
解している。ソーシャルメディアの利用にあ
たってわたしたちが果たすべき役割について
理解している。情報や情報技術を活用して問
題を発見・解決する技能を身につけている。
⑧情報技術の発展による社会の変化について
理解している。情報社会が抱える問題と、そ
れらの問題を解決していくことの重要性につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
①情報の特性を観点に分けて考えることがで
きる。具体的な特性を理由とともに説明でき
る。②目的や状況に応じて、適切なメディア
を選択することができる。理由とともにメ
ディアの捉え方を説明することができる。③
目的や状況に応じて、問題を発見・解決する
方法について考えることができる。目的や状
況に応じて、情報を適切に活用して問題を発
見し、解決のためのアイデアについて考える
ことができる。④目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考えることが
できる。情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報に関する法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす役割や責任、
情報モラルなどについて、それらの背景を科
学的に捉え、考えることができる。⑤目的や
状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決する方法に
ついて考えることができる。情報に関する法
規や制度の重要性、情報社会における個人の
責任及び情報モラルについて、それらの背景
を科学的に捉え、考えることができる。情報
と情報技術の適切かつ効果的な活用と望まし
い情報社会の構築について考えることができ
る。⑥目的や状況に応じて、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解
決する方法について考えることができる。情
報に関する法規や制度の重要性、情報社会に
おける個人の責任及び情報モラルについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報と情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の構築について考え
ることができる。情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会において個人の果
たす役割や責任、情報モラルなどについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
⑦目的や状況に応じて、情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用して問題を発見・解決す
る方法について考えることができる。情報に
関する法規や制度の重要性、情報社会におけ
る個人の責任及び情報モラルについて、それ
らの背景を科学的に捉え、考えることができ
る。情報と情報技術の適切かつ効果的な活用
と望ましい情報社会の構築について考えるこ
とができる。⑧情報と情報技術の適切かつ効
果的な活用と望ましい情報社会の構築につい
て考えることができる。目的や状況に応じ
て、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
して問題を発見・解決する方法について考え
ることができる。情報に関する法規や制度の
重要性、情報社会における個人の責任及び情
報モラルについて、それらの背景を科学的に
捉え、考えることができる。情報と情報技術
の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考えることができる。情報と
情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい
情報社会の構築について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報の特性が果たす意義や、留意点に気づ

き、情報と情報技術を適切かつ効果的に活⽤
しようとしている。②メディアの特性が果た
す意義や、留意点に気づき、情報と情報技術

を適切かつ効果的に活⽤しようとしている。

③問題の発見・解決について主体的に取り組
もうとしている。解決する過程や解決案を改
善しようとしている。情報社会における問題
の発見・解決に、情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用しようとしている。また、自己
調整しながら、解決する過程や解決案を自ら
評価し改善しようとしている。④情報社会に
おける問題の発見・解決に、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用しようとしている。
また、自己調整しながら、解決する過程や解
決案を自ら評価し改善しようとしている。情
報モラルに配慮して情報社会に主体的に参画
しようとしている。④情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑤情報社会における問
題の発見・解決に、情報と情報技術を適切か
つ効果的に活用しようとしている。また、自
己調整しながら、解決する過程や解決案を自
ら評価し改善しようとしている。情報モラル
に配慮して情報社会に主体的に参画しようと
している。⑥情報社会における問題の発見・
解決に、情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用しようとしている。また、自己調整しな
がら、解決する過程や解決案を自ら評価し改
善しようとしている。情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑦情報モラルに配慮し
て情報社会に主体的に参画しようとしてい
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



１
学
期

A 単元:情報社会の問題解決
【知識及び技能】
（ア）情報やメディアの特性を踏
まえ、情報の科学的な見方・考え
方を情報やメディアの特性を踏ま
え、情報と情報技術を活用して問
題を発見・解決する方法を身に付
けること。
（イ）情報に関する法規や制度、
情報セキュリティの重要性、情報
社会における個人の責任及び情報
モラルについて理解すること。
（ウ）情報技術が人や社会に果た
す役割と及ぼす影響について理解
すること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活
用して問題を発見・解決する方法
について考える。
（イ）情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会におい
て個人の果たす役割や責任、情報
モラルなどについて、それらの背
景を科学的に捉え、考察する。
（ウ）情報と情報技術の適切かつ
効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解
決に情報と情報技術を適正かつ効
果的に活用しようとする態度、情
報モラルに配慮して情報社会に主
体的に参画しようとする態度を身
に付ける。

〇情報の特性
〇メディアの特性
〇問題解決の考え方
〇法の重要性と意義
　（知的財産権　個人情報）
〇情報社会と情報セキュリティ
〇情報技術の発展による生活の変
化
〇情報社会の発展による社会の変
化

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
　①情報とデータの違いについて理解してい
る。情報の特性について理解している。②メ
ディアの3つの特性とそれぞれのメリットと
デメリットについて理解している。メディア
が人や社会に果たす役割と及ぼす影響につい
て理解している。③問題を発見する技能を身
につけている。問題解決の一連の流れにおい
て、それぞれの過程で必要になることを理解
している。問題解決の流れについて理解して
いる。情報や情報技術を活用して問題を発
見・解決する技能を身につけている。④情報
社会における著作権侵害について理解してい
る。情報や情報技術を活用して問題を発見・
解決する技能を身につけている。知的財産
権、産業財産権、著作権について理解してい
る。著作物と著作権について理解している。
著作権者の権利を守りながら著作物を利用す
るための方法について理解している。⑤個人
情報について理解している。情報や情報技術
を活用して問題を発見・解決する技能を身に
つけている。個人情報の保護に関する法律に
ついて理解している。⑥サイバー犯罪につい
て理解している。情報や情報技術を活用して
問題を発見・解決する技能を身につけてい
る。サイバー犯罪の分類について理解してい
る。情報セキュリティの確保の重要性につい
て理解している。情報通信技術を悪用したさ
まざまな犯罪について理解している。⑦ソー
シャルメディアについて理解している。情報
や情報技術を活用して問題を発見・解決する
技能を身につけている。ソーシャルメディア
がわたしたちの生活に与える影響について理
解している。ソーシャルメディアの利用にあ
たってわたしたちが果たすべき役割について
理解している。情報や情報技術を活用して問
題を発見・解決する技能を身につけている。
⑧情報技術の発展による社会の変化について
理解している。情報社会が抱える問題と、そ
れらの問題を解決していくことの重要性につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
①情報の特性を観点に分けて考えることがで
きる。具体的な特性を理由とともに説明でき
る。②目的や状況に応じて、適切なメディア
を選択することができる。理由とともにメ
ディアの捉え方を説明することができる。③
目的や状況に応じて、問題を発見・解決する
方法について考えることができる。目的や状
況に応じて、情報を適切に活用して問題を発
見し、解決のためのアイデアについて考える
ことができる。④目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考えることが
できる。情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報に関する法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす役割や責任、
情報モラルなどについて、それらの背景を科
学的に捉え、考えることができる。⑤目的や
状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決する方法に
ついて考えることができる。情報に関する法
規や制度の重要性、情報社会における個人の
責任及び情報モラルについて、それらの背景
を科学的に捉え、考えることができる。情報
と情報技術の適切かつ効果的な活用と望まし
い情報社会の構築について考えることができ
る。⑥目的や状況に応じて、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解
決する方法について考えることができる。情
報に関する法規や制度の重要性、情報社会に
おける個人の責任及び情報モラルについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報と情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の構築について考え
ることができる。情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会において個人の果
たす役割や責任、情報モラルなどについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
⑦目的や状況に応じて、情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用して問題を発見・解決す
る方法について考えることができる。情報に
関する法規や制度の重要性、情報社会におけ
る個人の責任及び情報モラルについて、それ
らの背景を科学的に捉え、考えることができ
る。情報と情報技術の適切かつ効果的な活用
と望ましい情報社会の構築について考えるこ
とができる。⑧情報と情報技術の適切かつ効
果的な活用と望ましい情報社会の構築につい
て考えることができる。目的や状況に応じ
て、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
して問題を発見・解決する方法について考え
ることができる。情報に関する法規や制度の
重要性、情報社会における個人の責任及び情
報モラルについて、それらの背景を科学的に
捉え、考えることができる。情報と情報技術
の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考えることができる。情報と
情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい
情報社会の構築について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報の特性が果たす意義や、留意点に気づ

き、情報と情報技術を適切かつ効果的に活⽤
しようとしている。②メディアの特性が果た
す意義や、留意点に気づき、情報と情報技術

を適切かつ効果的に活⽤しようとしている。

③問題の発見・解決について主体的に取り組
もうとしている。解決する過程や解決案を改
善しようとしている。情報社会における問題
の発見・解決に、情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用しようとしている。また、自己
調整しながら、解決する過程や解決案を自ら
評価し改善しようとしている。④情報社会に
おける問題の発見・解決に、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用しようとしている。
また、自己調整しながら、解決する過程や解
決案を自ら評価し改善しようとしている。情
報モラルに配慮して情報社会に主体的に参画
しようとしている。④情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑤情報社会における問
題の発見・解決に、情報と情報技術を適切か
つ効果的に活用しようとしている。また、自
己調整しながら、解決する過程や解決案を自
ら評価し改善しようとしている。情報モラル
に配慮して情報社会に主体的に参画しようと
している。⑥情報社会における問題の発見・
解決に、情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用しようとしている。また、自己調整しな
がら、解決する過程や解決案を自ら評価し改
善しようとしている。情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑦情報モラルに配慮し
て情報社会に主体的に参画しようとしてい

〇 〇 〇 7

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情
報と情報技術を活用して効果的な
コミュニケーションを行う態度を
身に付ける。

【知識・技能】
①コミュニケーションの手段の発達について
理解している。メディアの発達により生じる
課題の原因を理解している。メディア・リテ
ラシーの必要性について理解している。コ
ミュニケーションの形態について理解してい
る。インターネットの特性について理解して
いる。メディアによって伝えることができる
表現の種類が異なることを理解している。パ
ケット通信技術について理解している。ブ
ロードバンド、携帯電話網の無線通信技術の
発展について理解している。インターネット
が普及したことにより情報格差が生まれたこ
とについて理解している。ソーシャルメディ
アのしくみについて理解している。公開範囲
の設定を限定公開に変更する方法について理
解している。無料でサービスを利用できる理
由について理解している。②アナログとデジ
タルの違いについて理解している。２進法・
10進法・16進法の相互変換について理解して
いる。文字コードのエンコーディングについ
て理解している。ビットマップフォントとア
ウトラインフォントの違いを理解している。
ランレングス圧縮とハフマンの符号化の圧縮
について理解している。可逆圧縮と非可逆圧
縮について理解している。
【思考・判断・表現】
①メディアが発達したことにより、便利に
なったことと課題について考えることができ
る。インターネットの特性を踏まえ、情報発
信時に誹謗中傷や人権に配慮できているかを
判断できる。情報の信憑性を判断し、内容が
正しいか見極めることができる。目的に応じ
たメディアの選択ができる。通信が高速化し
たことにより、どのようなことができるよう
になったか考えることができる。情報格差の
問題点について考えることができる。自分の
発信する情報がどこまで影響があるかを考
え、適切に発信することができる。②アナロ
グとデジタルのそれぞれの利点と欠点につい
て考えることができる。ビットマップフォン
トとアウトラインフォントの違いについて考
えることができる。自分でつくったデータを
圧縮し、他者がつくった圧縮データを展開す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①メディアの種類を振り返り、自らの学習を
調整しょうとしている。メディアが発達した
ことにより、生じた課題について主体的に考
えようとしている。普段使っているコミュニ
ケーションの手段について、その特性を積極
的に考えようとしている。実際に起こった事
例を積極的に調べ、考えを深めようとしてい
る。5Gが普及することで実現されるサービス
の調査に粘り強く取り組み、考えを深めよう
としている。情報格差の問題点、解消するア
イデアについて考えようとしている。スマー
トフォンなどの利用について考え、理解を深
めようとしている。ソーシャルメディアの公
開設定を確認し、理解しようとしている。②
身近なアナログとデジタルのデータを扱って
いるものを積極的に探し、理解を深めようと
している。文字のエンコーディングやデコー
ディングについて、興味を持って課題に取り
組もうとしている。圧縮と展開の活動に積極
的に取り組み、理解しようとしている。

4〇 〇 〇

〇メディアとコミュニケーション
　（コミュニケーションとメディ
アの活用　コミュニケーション手
段の特性　インターネットの発展
情報機器のパーソナル化とソー
シャルメディア）
〇情報のデジタル化
　（コンピュータとデジタルデー
タ　文字のデジタル表現　データ
の圧縮　音のデジタル化　画像の
デジタル化　動画のデジタル化
情報のデジタル化とデータ量）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。



１
学
期

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情
報と情報技術を活用して効果的な
コミュニケーションを行う態度を
身に付ける。

〇 7

【知識・技能】
①コミュニケーションの手段の発達について
理解している。メディアの発達により生じる
課題の原因を理解している。メディア・リテ
ラシーの必要性について理解している。コ
ミュニケーションの形態について理解してい
る。インターネットの特性について理解して
いる。メディアによって伝えることができる
表現の種類が異なることを理解している。パ
ケット通信技術について理解している。ブ
ロードバンド、携帯電話網の無線通信技術の
発展について理解している。インターネット
が普及したことにより情報格差が生まれたこ
とについて理解している。ソーシャルメディ
アのしくみについて理解している。公開範囲
の設定を限定公開に変更する方法について理
解している。無料でサービスを利用できる理
由について理解している。②アナログとデジ
タルの違いについて理解している。２進法・
10進法・16進法の相互変換について理解して
いる。文字コードのエンコーディングについ
て理解している。ビットマップフォントとア
ウトラインフォントの違いを理解している。
ランレングス圧縮とハフマンの符号化の圧縮
について理解している。可逆圧縮と非可逆圧
縮について理解している。
【思考・判断・表現】
①メディアが発達したことにより、便利に
なったことと課題について考えることができ
る。インターネットの特性を踏まえ、情報発
信時に誹謗中傷や人権に配慮できているかを
判断できる。情報の信憑性を判断し、内容が
正しいか見極めることができる。目的に応じ
たメディアの選択ができる。通信が高速化し
たことにより、どのようなことができるよう
になったか考えることができる。情報格差の
問題点について考えることができる。自分の
発信する情報がどこまで影響があるかを考
え、適切に発信することができる。②アナロ
グとデジタルのそれぞれの利点と欠点につい
て考えることができる。ビットマップフォン
トとアウトラインフォントの違いについて考
えることができる。自分でつくったデータを
圧縮し、他者がつくった圧縮データを展開す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①メディアの種類を振り返り、自らの学習を
調整しょうとしている。メディアが発達した
ことにより、生じた課題について主体的に考
えようとしている。普段使っているコミュニ
ケーションの手段について、その特性を積極
的に考えようとしている。実際に起こった事
例を積極的に調べ、考えを深めようとしてい
る。5Gが普及することで実現されるサービス
の調査に粘り強く取り組み、考えを深めよう
としている。情報格差の問題点、解消するア
イデアについて考えようとしている。スマー
トフォンなどの利用について考え、理解を深
めようとしている。ソーシャルメディアの公
開設定を確認し、理解しようとしている。②
身近なアナログとデジタルのデータを扱って
いるものを積極的に探し、理解を深めようと
している。文字のエンコーディングやデコー
ディングについて、興味を持って課題に取り
組もうとしている。圧縮と展開の活動に積極
的に取り組み、理解しようとしている。

4〇 〇 〇

〇 〇

２
学
期

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的
なコミュニケーションを行う態度
を身に付ける。

〇情報デザイン
（情報デザインとは　情報デザイ
ンのプロセスと問題の発見　デザ
インの要件と設計・試作　評価と
改善・運用）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
③音のデジタル化のＡ／Ｄ変換について理解
している。画像のデジタル化のＡ／Ｄ変換に
ついて理解している。動画のデジタル化のし
くみを理解している。音、画像、動画のデー
タ量を求める計算について理解している。④
情報デザインの意味について理解している。
情報デザインの作業手順について理解してい
る。問題発見の重要性を理解している。デザ
インの要件に必要な事項を理解している。試
作を作成するためのソフトウェア操作の技能
を身につけている。評価の手法の種類や得ら
れる情報について理解している。情報デザイ
ンの意味について理解している。デザイン物
（ポスター・Webサイト）をつくる技能を身
についている。
【思考・判断・表現】
③サンプリング周波数や量子化ビット数が変
化すると、音がどうなるか説明することがで
きる。解像度を変えると、何がどのように変
わったか説明することができる。フレーム内
圧縮とフレーム間圧縮のデータ量の違いを説
明することができる。フレームレートが増え
ると見え方がどう変わるか説明できる。これ
まで学んだデジタル化や圧縮のしくみを説明
できる。音、画像、動画のデータの特性に応
じた適切な計算式を判断できる。④アートと
情報デザインの違いを考えることができる。
情報デザインの考えをもとに伝えたい情報を
表現することができる。身近な問題を考え、
表現することができる。情報デザインにより
解決できそうな問題を選ぶことができる。メ
ディアにあった表現を考えることができる。
要件に基づいてラフ・試作品を表現できる。
適切な評価の手法を選択できる。評価の結果
から、試作品の改善点を考えることができ
る。改善点を実際のデザインとして表現でき
る。問題と解決方法を適切に判断して選択で
きる。要件の定義など情報デザインの視点か
ら考えることができる。情報デザインの考え
をもとに表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
③自分のコンピュータやスマートフォンに
入っている音を積極的に探し理解を深めよう
としている。ディスプレイがどのようなしく
みで画像を表示しているか、積極的に調べよ
うとしている。撮影した写真を連続して表示
し、その内容から動画のしくみを理解しよう
としている。データを求める計算に積極的に
取り組み、理解を深めようとしている。④情
報デザインの力で問題解決に取り組もうとし
ている。グループの話し合いに積極的に関与
しようとしている。問題を自分事として考え
ようとしている。要件の定義を話し合う活動
に積極的に関与しようとしている。ラフをつ
くるときに、積極的にアイディアを出し、他
者の意見を尊重しながら問題を解決しようと
している。評価、改善の取り組みの重要性を
理解し、より良いものをつくろうとしてい
る。実際の運用に積極的に関わろうとしてい
る。問題を自分事として捉え、積極的に取り
組もうとしている。グループの協働作業に積
極的に関与しようとしている。

〇 〇

定期考査

〇メディアとコミュニケーション
　（コミュニケーションとメディ
アの活用　コミュニケーション手
段の特性　インターネットの発展
情報機器のパーソナル化とソー
シャルメディア）
〇情報のデジタル化
　（コンピュータとデジタルデー
タ　文字のデジタル表現　データ
の圧縮　音のデジタル化　画像の
デジタル化　動画のデジタル化
情報のデジタル化とデータ量）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。



〇 7

C単元：コンピュータとプログラミ
ング
【知識及び技能】
（ア）コンピュータや外部装置の
仕組みや特徴、コンピュータでの
情報の内部表現と 計算に関する限
界について理解すること。
（イ）アルゴリズムを表現する手
段、プログラミングによってコン
ピュータや情報通 信ネットワーク
を活用する方法について理解し技
能を身に付けること。
（ウ）社会や自然などにおける事
象をモデル化する方法、シミュ
レーションを通して モデルを評価
し改善する方法について理解する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）コンピュータで扱われる情
報の特徴とコンピュータの能力と
の関係について考察すること。
（イ ） 目的に応じたアルゴリズ
ムを考え適切な方法で表現し、プ
ログラミングによりコンピュータ
や情報通信ネットワークを活用す
るとともに、その過程を評価し改
善すること。
（ウ）目的に応じたモデル化やシ
ミュレーションを適切に行うとと
もに、その結果を踏まえて問題の
適切な解決方法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
モデル化やシミュレーションの考
え方を様々な場面で活用できるよ
うにするために、問題発見や解決
に役立て、問題の適切な解決方法
を考える力を育成する方法を身に
付ける。

〇コンピュータのしくみ
(コンピュータの基本的な構成　ソ
フトウェアとＯＳ　ＣＰＵとメモ
リ　ＣＰＵによる演算のしくみ
２進法による計算）
〇アルゴリズムとプログラム
（アルゴリズムの基本と表現方法
プログラムの構成要素　データの
扱い　アプリケーションの開発）
〇モデル化とシミュレーション
（モデル化とシミュレーション
コンピュータを利用したシミュ
レーション）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①コンピュータの構成要素やデータの制御・
データの流れを理解している。ソフトウェア
の種類と、OSの役割について理解している。
CPUのしくみとその役割について理解してい
る。メインメモリの役割について理解してい
る。各論理回路のしくみについて理解してい
る。論理回路を組み合わせたものから自分で
真理値表を作成する技能を身につけている。
2進法の表現方法について理解している。2の
補数の考え方について理解している。浮動小
数点数の考え方について理解している。アル
ゴリズムの意味やプログラムとの関係を理解
している。②アルゴリズムの効率性の意味を
理解している。アルゴリズムの基本構造につ
いて理解している。アルゴリズムを表現する
図や表について理解している。プログラムの
構成要素である変数、データ型、演算の意味
や種類を理解している。プログラムの構成要
素である関数、ライブラリ、APIについて理
解している。プログラムとデータの関係につ
いて理解している。データ構造、配列につい
て理解している。プログラミングによってコ
ンピュータを活用する技能を身につけてい
る。乱数について理解している。プログラミ
ングによってコンピュータを活用する技能を
身につけている。2次元配列について理解し
ている。データの入れ替え方法について理解
している。データの並べ替え方法について理
解している。ユーザ定義関数について理解し
ている。③社会や自然などにおける事象をモ
デル化する方法について理解している。モデ
ル化とシミュレーションの手順について理解
している。モデル化とシミュレーションの手
順について理解し、モデルを使ってシミュ
レーションを行う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
①コンピュータを構成する各装置とデータの
流れと制御の流れを表現し、説明することが
できる。ハードウェアの３つの要素がどのよ
うな働きをするか説明できる。OSの役割につ
いて、イラストを描き、説明することができ
る。GUIとCUIの操作を通して、それぞれのメ
リットとデメリットを説明できる。コン
ピュータやスマートフォンの製品ページを見
て、ハードウェアの比較ができる。より良い
性能の製品を選ぶことができる。論理回路を
組み合わせたものから自分で真理値表を作成
できる。2の補数を表現できる。浮動小数点
数を表現できる。どのような場合に誤差が生
じるか考えることができる。②簡単な事例に
ついて、コンピュータに処理させる手順を文
章化できる。ある処理について、複数のアル
ゴリズムを考え、効率の高いものを判断でき
る。基本構造を組み合わせて、アルゴリズム
を構造化することができる。アルゴリズムを
図や表で表現し、アルゴリズムを可視化でき
る。演算例をもとにして、プログラミングの
構成要素について考え、正しい結果を出力す
ることができる。関数、ライブラリ、APIの
具体例から効果的な利用法を考えることがで
きる。プログラムの中のデータ（配列）を表
現したり、自分でアレンジしたりすることが
できる。プログラムをフローチャートで表現
することができる。プログラムの中身を理解
し、目的に応じて自分でアレンジすることが
できる。プログラムの中身を理解し、目的に
応じて自分でアレンジすることができる。2
次元配列を利用してプログラムを改良するこ
とができる。プログラムの中身を理解し、目
的に応じて自分でアレンジすることができ
る。③問題解決の場面に応じて、適切なモデ

ルを選択し表現することができる。⽬的に応

じたモデルを表現することができる。プログ
ラムによるシミュレーションのメリットとデ
メリットについて説明することができる。プ

ログラムを用いて、⽬的に応じたモデル化や

シミュレーションを適切に⾏い、その過程を

評価し改善することができる。プログラムを

用いて、⽬的に応じたモデル化やシミュレー

ションを適切に⾏い、その過程を評価し改善

することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①スマートフォンの内部をインターネットで
調べる活動や、インタフェースを確認する活
動に積極的に取り組もうとしている。OSの種
類を探す活動に積極的に取り組もうとしてい
る。コンピュータのスペックを調べる課題に
積極的に取り組もうとしている。自ら真理値
表を考え作成しようとしている。理解を深め
るために、２進法のさまざまな計算に積極的
に取り組もうとしている。②身のまわりにあ
るコンピュータで処理できるような事例を自
ら考え、理解を深めようとしている。処理対
象を自分で考え、アルゴリズムを構造化、可
視化しようとしている。対象を自分で考え、
既存のプログラムを改良することで、プログ
ラミングの理解を深めようとしている。学ん
だ知識をもとにして、具体的な事例を自分で

探し、問題を解決しようとしている。⾝近な

問題の解決にプログラムを積極的に活用しよ
うとしている。プログラムの結果をもとに試

⾏錯誤しながら改善しようとしている。プロ

グラムの結果をもとに試⾏錯誤しながら改善

しようとしている。⾝近な問題の解決にプロ

グラムを積極的に活用しようとしている。プ
ログラムの過程・結果を粘り強く評価、改善

し、理解を深めようとしている。③⾝近な問

題を解決するためのモデル化に、積極的に取
り組もうとしている。問題解決の結果を振り
返り改善しようとしている。シミュレーショ

ンの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り強く

評価し改善しようとしている。シミュレー

ションの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り

強く評価し改善しようとしている。

〇 〇 〇 14

２
学
期

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的
なコミュニケーションを行う態度
を身に付ける。

〇情報デザイン
（情報デザインとは　情報デザイ
ンのプロセスと問題の発見　デザ
インの要件と設計・試作　評価と
改善・運用）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
③音のデジタル化のＡ／Ｄ変換について理解
している。画像のデジタル化のＡ／Ｄ変換に
ついて理解している。動画のデジタル化のし
くみを理解している。音、画像、動画のデー
タ量を求める計算について理解している。④
情報デザインの意味について理解している。
情報デザインの作業手順について理解してい
る。問題発見の重要性を理解している。デザ
インの要件に必要な事項を理解している。試
作を作成するためのソフトウェア操作の技能
を身につけている。評価の手法の種類や得ら
れる情報について理解している。情報デザイ
ンの意味について理解している。デザイン物
（ポスター・Webサイト）をつくる技能を身
についている。
【思考・判断・表現】
③サンプリング周波数や量子化ビット数が変
化すると、音がどうなるか説明することがで
きる。解像度を変えると、何がどのように変
わったか説明することができる。フレーム内
圧縮とフレーム間圧縮のデータ量の違いを説
明することができる。フレームレートが増え
ると見え方がどう変わるか説明できる。これ
まで学んだデジタル化や圧縮のしくみを説明
できる。音、画像、動画のデータの特性に応
じた適切な計算式を判断できる。④アートと
情報デザインの違いを考えることができる。
情報デザインの考えをもとに伝えたい情報を
表現することができる。身近な問題を考え、
表現することができる。情報デザインにより
解決できそうな問題を選ぶことができる。メ
ディアにあった表現を考えることができる。
要件に基づいてラフ・試作品を表現できる。
適切な評価の手法を選択できる。評価の結果
から、試作品の改善点を考えることができ
る。改善点を実際のデザインとして表現でき
る。問題と解決方法を適切に判断して選択で
きる。要件の定義など情報デザインの視点か
ら考えることができる。情報デザインの考え
をもとに表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
③自分のコンピュータやスマートフォンに
入っている音を積極的に探し理解を深めよう
としている。ディスプレイがどのようなしく
みで画像を表示しているか、積極的に調べよ
うとしている。撮影した写真を連続して表示
し、その内容から動画のしくみを理解しよう
としている。データを求める計算に積極的に
取り組み、理解を深めようとしている。④情
報デザインの力で問題解決に取り組もうとし
ている。グループの話し合いに積極的に関与
しようとしている。問題を自分事として考え
ようとしている。要件の定義を話し合う活動
に積極的に関与しようとしている。ラフをつ
くるときに、積極的にアイディアを出し、他
者の意見を尊重しながら問題を解決しようと
している。評価、改善の取り組みの重要性を
理解し、より良いものをつくろうとしてい
る。実際の運用に積極的に関わろうとしてい
る。問題を自分事として捉え、積極的に取り
組もうとしている。グループの協働作業に積
極的に関与しようとしている。

〇 〇



D 単元：情報通信ネットワークの
しくみ
【知識及び技能】
（ア）情報通信ネットワークの仕
組みや構成要素、プロトコルの役
割及び情報セキュリティを確保す
るための方法や技術について理解
すること。
（イ）データを蓄積、管理、提供
する方法、情報通信ネットワーク
を介して情報システムがサービス
を提供する仕組みと特徴について
理解すること。
（ウ）データを表現、蓄積するた
めの表し方と、データを収集、整
理、分析する方法について理解し
技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
通信ネットワークにおける必要な
構成要素を選択するとともに、情
報セキュリティを確保する方法に
ついて考えること。
（イ）情報システムが提供する
サービスの効果的な活用について
考えること。
（ウ）データの収集、整理、分析
及び結果の表現の方法を適切に選
択し、実行し、評価し改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
情報技術を適切かつ効果的に活用
しようとする態度、データを多面
的に精査しようとする態度、情報
セキュリティなどに配慮して情報
社会に主体的に参画しようとする
態度を身に付ける。

C単元：コンピュータとプログラミ
ング
【知識及び技能】
（ア）コンピュータや外部装置の
仕組みや特徴、コンピュータでの
情報の内部表現と 計算に関する限
界について理解すること。
（イ）アルゴリズムを表現する手
段、プログラミングによってコン
ピュータや情報通 信ネットワーク
を活用する方法について理解し技
能を身に付けること。
（ウ）社会や自然などにおける事
象をモデル化する方法、シミュ
レーションを通して モデルを評価
し改善する方法について理解する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）コンピュータで扱われる情
報の特徴とコンピュータの能力と
の関係について考察すること。
（イ ） 目的に応じたアルゴリズ
ムを考え適切な方法で表現し、プ
ログラミングによりコンピュータ
や情報通信ネットワークを活用す
るとともに、その過程を評価し改
善すること。
（ウ）目的に応じたモデル化やシ
ミュレーションを適切に行うとと
もに、その結果を踏まえて問題の
適切な解決方法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
モデル化やシミュレーションの考
え方を様々な場面で活用できるよ
うにするために、問題発見や解決
に役立て、問題の適切な解決方法
を考える力を育成する方法を身に
付ける。

〇コンピュータのしくみ
(コンピュータの基本的な構成　ソ
フトウェアとＯＳ　ＣＰＵとメモ
リ　ＣＰＵによる演算のしくみ
２進法による計算）
〇アルゴリズムとプログラム
（アルゴリズムの基本と表現方法
プログラムの構成要素　データの
扱い　アプリケーションの開発）
〇モデル化とシミュレーション
（モデル化とシミュレーション
コンピュータを利用したシミュ
レーション）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①コンピュータの構成要素やデータの制御・
データの流れを理解している。ソフトウェア
の種類と、OSの役割について理解している。
CPUのしくみとその役割について理解してい
る。メインメモリの役割について理解してい
る。各論理回路のしくみについて理解してい
る。論理回路を組み合わせたものから自分で
真理値表を作成する技能を身につけている。
2進法の表現方法について理解している。2の
補数の考え方について理解している。浮動小
数点数の考え方について理解している。アル
ゴリズムの意味やプログラムとの関係を理解
している。②アルゴリズムの効率性の意味を
理解している。アルゴリズムの基本構造につ
いて理解している。アルゴリズムを表現する
図や表について理解している。プログラムの
構成要素である変数、データ型、演算の意味
や種類を理解している。プログラムの構成要
素である関数、ライブラリ、APIについて理
解している。プログラムとデータの関係につ
いて理解している。データ構造、配列につい
て理解している。プログラミングによってコ
ンピュータを活用する技能を身につけてい
る。乱数について理解している。プログラミ
ングによってコンピュータを活用する技能を
身につけている。2次元配列について理解し
ている。データの入れ替え方法について理解
している。データの並べ替え方法について理
解している。ユーザ定義関数について理解し
ている。③社会や自然などにおける事象をモ
デル化する方法について理解している。モデ
ル化とシミュレーションの手順について理解
している。モデル化とシミュレーションの手
順について理解し、モデルを使ってシミュ
レーションを行う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
①コンピュータを構成する各装置とデータの
流れと制御の流れを表現し、説明することが
できる。ハードウェアの３つの要素がどのよ
うな働きをするか説明できる。OSの役割につ
いて、イラストを描き、説明することができ
る。GUIとCUIの操作を通して、それぞれのメ
リットとデメリットを説明できる。コン
ピュータやスマートフォンの製品ページを見
て、ハードウェアの比較ができる。より良い
性能の製品を選ぶことができる。論理回路を
組み合わせたものから自分で真理値表を作成
できる。2の補数を表現できる。浮動小数点
数を表現できる。どのような場合に誤差が生
じるか考えることができる。②簡単な事例に
ついて、コンピュータに処理させる手順を文
章化できる。ある処理について、複数のアル
ゴリズムを考え、効率の高いものを判断でき
る。基本構造を組み合わせて、アルゴリズム
を構造化することができる。アルゴリズムを
図や表で表現し、アルゴリズムを可視化でき
る。演算例をもとにして、プログラミングの
構成要素について考え、正しい結果を出力す
ることができる。関数、ライブラリ、APIの
具体例から効果的な利用法を考えることがで
きる。プログラムの中のデータ（配列）を表
現したり、自分でアレンジしたりすることが
できる。プログラムをフローチャートで表現
することができる。プログラムの中身を理解
し、目的に応じて自分でアレンジすることが
できる。プログラムの中身を理解し、目的に
応じて自分でアレンジすることができる。2
次元配列を利用してプログラムを改良するこ
とができる。プログラムの中身を理解し、目
的に応じて自分でアレンジすることができ
る。③問題解決の場面に応じて、適切なモデ

ルを選択し表現することができる。⽬的に応

じたモデルを表現することができる。プログ
ラムによるシミュレーションのメリットとデ
メリットについて説明することができる。プ

ログラムを用いて、⽬的に応じたモデル化や

シミュレーションを適切に⾏い、その過程を

評価し改善することができる。プログラムを

用いて、⽬的に応じたモデル化やシミュレー

ションを適切に⾏い、その過程を評価し改善

することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①スマートフォンの内部をインターネットで
調べる活動や、インタフェースを確認する活
動に積極的に取り組もうとしている。OSの種
類を探す活動に積極的に取り組もうとしてい
る。コンピュータのスペックを調べる課題に
積極的に取り組もうとしている。自ら真理値
表を考え作成しようとしている。理解を深め
るために、２進法のさまざまな計算に積極的
に取り組もうとしている。②身のまわりにあ
るコンピュータで処理できるような事例を自
ら考え、理解を深めようとしている。処理対
象を自分で考え、アルゴリズムを構造化、可
視化しようとしている。対象を自分で考え、
既存のプログラムを改良することで、プログ
ラミングの理解を深めようとしている。学ん
だ知識をもとにして、具体的な事例を自分で

探し、問題を解決しようとしている。⾝近な

問題の解決にプログラムを積極的に活用しよ
うとしている。プログラムの結果をもとに試

⾏錯誤しながら改善しようとしている。プロ

グラムの結果をもとに試⾏錯誤しながら改善

しようとしている。⾝近な問題の解決にプロ

グラムを積極的に活用しようとしている。プ
ログラムの過程・結果を粘り強く評価、改善

し、理解を深めようとしている。③⾝近な問

題を解決するためのモデル化に、積極的に取
り組もうとしている。問題解決の結果を振り
返り改善しようとしている。シミュレーショ

ンの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り強く

評価し改善しようとしている。シミュレー

ションの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り

強く評価し改善しようとしている。
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〇情報通信ネットワークのしくみ
（コンピュータネットワーク
ネットワークの接続　プロトコル
とＩＰ　データ転送のしくみ　情
報セキュリティの確保と対策　暗
号化のしくみ　暗号化と認証技
術）
〇情報システムとデータベース
（情報システムにおけるデータ
ベース　ＤＢＭＳとデータモデ
ル）
〇データの活用
（データの収集と整理　数値デー
タの分析　テキストデータの分
析）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①機器同士を情報通信ネットワークで接続す
るしくみを理解している。情報通信ネット
ワークを構成する要素とその役割を理解して
いる。無線LANと有線LANの接続形態について
理解している。情報通信におけるプロトコル
の重要性やしくみについて理解している。パ
ケット通信のしくみについて理解している。
IPの役割とIPアドレスについて理解してい
る。TCPとUDP、HTTPの役割について理解して
いる。メイン名とDNS、電子メールのプロト
コルについて理解している。情報セキュリ
ティに求められる3つの要素について理解し
ている。認証技術、OSやアプリのアップデー
トの必要性を理解し、適切に使用・実行する
技能を身につけている。共通鍵暗号方式と公
開鍵暗号方式について理解している。デジタ
ル署名やデジタル証明書、通信されるデータ
を暗号化するプロトコルのしくみとその必要
性について理解している。②身のまわりにあ
る情報システムについて理解している。デー
タベースについて理解している。情報システ
ムとデータベースの関係について理解してい
る。データがどのように活用されているか理
解している。DBMSの役割とその必要性につい
て理解している。NoSQLについて理解してい
る。③データ分析の手順について理解してい
る。データの収集についてさまざまな方法が
あることを理解している。量的データ、質的
データの違いについて理解している。数値
データの分析手法について理解している。テ
キストデータの処理方法について理解してい
る。Webサービスを利用しないテキストデー
タを分析する方法について理解している。
【思考・判断・表現】
①目的や状況に応じて、情報通信ネットワー
クにおける構成要素を選択することができ
る。有線LANと無線LANを状況によって使い分
け、小規模なネットワークを設計することが
できる。コンピュータネットワークでどのよ
うに情報がやり取りされているか説明するこ
とができる。URLやメールアドレスを見ただ
けで、どのような組織なのか判断できる。
HTTPを用いたWebブラウザとWebサーバのやり
取りを説明できる。電子メールでメッセージ
をやり取りするしくみを説明できる。認証技
術のしくみを知り、適切な使用を判断でき
る。ファイアウォールにおけるパケットフィ
ルタリングの機能について説明できる。共通
鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いや、それ
ぞれのしくみを説明することができる。公衆
無線LANやWebブラウザの危険を予測でき、安
全・安心に利用する、場合によっては利用し
ない選択ができる。②情報システムを構成す
る技術が各種分野でも利用されていることが
考えられる。未来の情報システムについて具
体的にイメージできる。各情報システムから
得られる情報について調査し、どのような分
野に応用されるか考えることができる。調査
内容を発表できる。データモデルの違いを考
え、データモデルの種類に応じて設計でき
る。DBMSの種類について長所・短所を整理す
ることができる。非構造化データが実際に利
用されている例を説明することができる。③
データ収集方法によるメリット、デメリット
を判断し、適切な方法で実習のためのデータ
収集ができる。データ分析に必要なオープン
データをインターネットから取得し、データ
分析が行いやすいようデータの整理ができ
る。身のまわりのデータを分類することがで
きる。表計算ソフトウェアを利用して数値
データの分析・表現することができる。適切
な処理結果を得るため、どのようにデータク
レンジングすればよいか考えることができ
る。テキストマイニングの結果からデータの
特徴を抽出できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報通信ネットワークに興味を持ち、主体
的に活用しようとしている。情報通信ネット
ワークを適切かつ効果的に活用しようとして
いる。情報の科学的な見方・考え方を働かせ
て、情報通信ネットワークのしくみを理解し
ようとしている。情報通信ネットワークを使
うときに、目的や方法に応じて使用されてい
るプロトコルやドメイン名を理解しながら活
用しようとしている。パソコンやスマート
フォンのOSやアプリを最新の状態に保ち、安
全に使用しようとしている。情報セキュリ
ティの科学的な理解に努め、情報通信ネット
ワークを適切に活用しようとしている。情報
セキュリティに配慮して、情報社会に主体的

〇 〇 〇
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D 単元：情報通信ネットワークの
しくみ
【知識及び技能】
（ア）情報通信ネットワークの仕
組みや構成要素、プロトコルの役
割及び情報セキュリティを確保す
るための方法や技術について理解
すること。
（イ）データを蓄積、管理、提供
する方法、情報通信ネットワーク
を介して情報システムがサービス
を提供する仕組みと特徴について
理解すること。
（ウ）データを表現、蓄積するた
めの表し方と、データを収集、整
理、分析する方法について理解し
技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
通信ネットワークにおける必要な
構成要素を選択するとともに、情
報セキュリティを確保する方法に
ついて考えること。
（イ）情報システムが提供する
サービスの効果的な活用について
考えること。
（ウ）データの収集、整理、分析
及び結果の表現の方法を適切に選
択し、実行し、評価し改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
情報技術を適切かつ効果的に活用
しようとする態度、データを多面
的に精査しようとする態度、情報
セキュリティなどに配慮して情報
社会に主体的に参画しようとする
態度を身に付ける。

〇情報通信ネットワークのしくみ
（コンピュータネットワーク
ネットワークの接続　プロトコル
とＩＰ　データ転送のしくみ　情
報セキュリティの確保と対策　暗
号化のしくみ　暗号化と認証技
術）
〇情報システムとデータベース
（情報システムにおけるデータ
ベース　ＤＢＭＳとデータモデ
ル）
〇データの活用
（データの収集と整理　数値デー
タの分析　テキストデータの分
析）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①機器同士を情報通信ネットワークで接続す
るしくみを理解している。情報通信ネット
ワークを構成する要素とその役割を理解して
いる。無線LANと有線LANの接続形態について
理解している。情報通信におけるプロトコル
の重要性やしくみについて理解している。パ
ケット通信のしくみについて理解している。
IPの役割とIPアドレスについて理解してい
る。TCPとUDP、HTTPの役割について理解して
いる。メイン名とDNS、電子メールのプロト
コルについて理解している。情報セキュリ
ティに求められる3つの要素について理解し
ている。認証技術、OSやアプリのアップデー
トの必要性を理解し、適切に使用・実行する
技能を身につけている。共通鍵暗号方式と公
開鍵暗号方式について理解している。デジタ
ル署名やデジタル証明書、通信されるデータ
を暗号化するプロトコルのしくみとその必要
性について理解している。②身のまわりにあ
る情報システムについて理解している。デー
タベースについて理解している。情報システ
ムとデータベースの関係について理解してい
る。データがどのように活用されているか理
解している。DBMSの役割とその必要性につい
て理解している。NoSQLについて理解してい
る。③データ分析の手順について理解してい
る。データの収集についてさまざまな方法が
あることを理解している。量的データ、質的
データの違いについて理解している。数値
データの分析手法について理解している。テ
キストデータの処理方法について理解してい
る。Webサービスを利用しないテキストデー
タを分析する方法について理解している。
【思考・判断・表現】
①目的や状況に応じて、情報通信ネットワー
クにおける構成要素を選択することができ
る。有線LANと無線LANを状況によって使い分
け、小規模なネットワークを設計することが
できる。コンピュータネットワークでどのよ
うに情報がやり取りされているか説明するこ
とができる。URLやメールアドレスを見ただ
けで、どのような組織なのか判断できる。
HTTPを用いたWebブラウザとWebサーバのやり
取りを説明できる。電子メールでメッセージ
をやり取りするしくみを説明できる。認証技
術のしくみを知り、適切な使用を判断でき
る。ファイアウォールにおけるパケットフィ
ルタリングの機能について説明できる。共通
鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いや、それ
ぞれのしくみを説明することができる。公衆
無線LANやWebブラウザの危険を予測でき、安
全・安心に利用する、場合によっては利用し
ない選択ができる。②情報システムを構成す
る技術が各種分野でも利用されていることが
考えられる。未来の情報システムについて具
体的にイメージできる。各情報システムから
得られる情報について調査し、どのような分
野に応用されるか考えることができる。調査
内容を発表できる。データモデルの違いを考
え、データモデルの種類に応じて設計でき
る。DBMSの種類について長所・短所を整理す
ることができる。非構造化データが実際に利
用されている例を説明することができる。③
データ収集方法によるメリット、デメリット
を判断し、適切な方法で実習のためのデータ
収集ができる。データ分析に必要なオープン
データをインターネットから取得し、データ
分析が行いやすいようデータの整理ができ
る。身のまわりのデータを分類することがで
きる。表計算ソフトウェアを利用して数値
データの分析・表現することができる。適切
な処理結果を得るため、どのようにデータク
レンジングすればよいか考えることができ
る。テキストマイニングの結果からデータの
特徴を抽出できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報通信ネットワークに興味を持ち、主体
的に活用しようとしている。情報通信ネット
ワークを適切かつ効果的に活用しようとして
いる。情報の科学的な見方・考え方を働かせ
て、情報通信ネットワークのしくみを理解し
ようとしている。情報通信ネットワークを使
うときに、目的や方法に応じて使用されてい
るプロトコルやドメイン名を理解しながら活
用しようとしている。パソコンやスマート
フォンのOSやアプリを最新の状態に保ち、安
全に使用しようとしている。情報セキュリ
ティの科学的な理解に努め、情報通信ネット
ワークを適切に活用しようとしている。情報
セキュリティに配慮して、情報社会に主体的
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